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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第74期

中間連結会計期間
第75期

中間連結会計期間
第74期

会計期間
自2023年７月１日
至2023年12月31日

自2024年７月１日
至2024年12月31日

自2023年７月１日
至2024年６月30日

売上高 （百万円） 36,296 37,574 71,369

経常利益 （百万円） 1,101 1,121 2,113

親会社株主に帰属する中間（当

期）純利益
（百万円） 743 752 759

中間包括利益又は包括利益 （百万円） 842 873 779

純資産額 （百万円） 14,300 15,002 14,215

総資産額 （百万円） 41,104 42,589 39,365

１株当たり中間（当期）純利益 （円） 443.77 450.88 454.00

潜在株式調整後１株当たり中間

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 34.0 34.8 35.6

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △802 666 1,476

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △434 △1,956 △1,186

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） 1,628 1,974 △254

現金及び現金同等物の中間期末

（期末）残高
（百万円） 3,230 3,558 2,874

 
（注）１．当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。
 

２【事業の内容】

当中間連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

EDINET提出書類

株式会社高見澤(E01208)

半期報告書

 2/21



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当中間連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）経営成績の状況

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、堅調なインバウンド需要に加え、個人消費にも緩やかな回復傾向が

みられ、景気は踊り場を抜けて持ち直しの兆しがあります。また、デジタル化や脱炭素化に向けた企業の投資意欲

は強く、特に製造業においては設備投資の増加がみられます。その一方で、ウクライナや中東での紛争の長期化

や、アジア太平洋地域における米中対立、米国新政権の政策動向など、地政学的リスクが、グローバル経済の不確

実性を高めており、加えて、長引く円安やインフレ率の高まりによる物価高、実質賃金の伸び悩み、中国経済の停

滞など、国内経済への懸念材料は多く、依然として先行き不透明な状況が続いています。

このような経営環境の中にあって、当社グループの当中間連結会計期間の経営成績は、売上高37,574百万円（前

年同期比3.5％増）、営業利益913百万円（前年同期比6.5％減）、経常利益1,121百万円（前年同期比1.8％増）、

親会社株主に帰属する中間純利益752百万円（前年同期比1.3％増）となりました。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

なお、以下の前年同期比較につきましては、変更後の報告セグメントの区分に組み替えた数値で比較しておりま

す。そのため、従来報告セグメントとしていた「住宅・生活関連事業」については、「その他事業」として記載し

ております。

①　建設関連事業

公共工事の発注量はやや低調であったものの、民間工事向け需要が堅調に推移したことに加え、工法提案を始

めとする積極的な営業活動により受注量が増加し、増収となりましたが、人件費や販売経費が増加し、製造原価

低減や価格転嫁に努めたものの、減益となりました。

この結果、建設関連事業の売上高は4,678百万円（前年同期比7.5％増）、営業利益は169百万円（前年同期比

29.4％減）となりました。

②　電設資材事業

公共向け及び民間向けともに、省エネ・省力化や環境負荷低減に関わる設備投資案件への販売が好調に推移

し、人件費及び運搬費等の経費は増加したものの、増収増益となりました。

この結果、電設資材事業の売上高は19,888百万円（前年同期比3.2％増）、営業利益は703百万円（前年同期比

23.3％増）となりました。

③　カーライフ関連事業

石油部門では、燃料油小売りはほぼ前年並みに推移したものの、法人向け販売の積極営業により増収となりま

したが、仕入価格の高止まりや人件費の上昇などによるコスト増加分を価格転嫁しきれず減益となりました。一

方、オート部門では、自動車の需給改善に伴う車両販売の増加に加え、整備売上が堅調に推移し、増収増益とな

りました。

この結果、カーライフ関連事業の売上高は8,729百万円（前年同期比5.0％増）、営業利益は14百万円（前年同

期比31.7％減）となりました。

④　その他事業

フード関連事業においては、農業関連部門では、農産物取扱高は伸長しましたが、主力のきのこ培地販売が競

争激化により減少し、製造原価低減など利幅確保に取り組んだものの、減収減益となりました。飲食料品部門で

は、家庭内消費が堅調に推移したことから、増収となりましたが、原材料、労務費および諸経費の上昇により減

益となりました。エステート関連事業においては、不動産部門では、資材価格や労務費などの上昇に伴う住宅価

格高騰により、消費者の購買意欲が低下したことに加え、土地売買の取扱量も減少し減収減益となりました。

この結果、その他事業の売上高は4,278百万円（前年同期比1.8％減）、営業利益は186百万円（前年同期比

33.9％減）となりました。
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(2）財政状態の分析

（資産）

当中間連結会計期間末における流動資産は24,446百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,183百万円増加いた

しました。これは主に現金及び預金が714百万円、受取手形、売掛金及び契約資産が1,114百万円増加したことによ

るものであります。固定資産は18,142百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,040百万円増加いたしました。こ

れは主に有形固定資産が1,098百万円増加したことによるものであります。

この結果、総資産は、42,589百万円となり、前連結会計年度末に比べ3,224百万円増加いたしました。

（負債）

当中間連結会計期間末における流動負債は19,702百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,295百万円増加いた

しました。これは主に賞与引当金が778百万円減少したものの、支払手形及び買掛金が1,239百万円、短期借入金が

1,985百万円増加したことによるものであります。固定負債は7,884百万円となり、前連結会計年度末に比べ141百

万円増加いたしました。これは主に長期借入金が120百万円増加したことによるものであります。

この結果、負債合計は、27,587百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,437百万円増加いたしました。

（純資産）

当中間連結会計期間末における純資産合計は15,002百万円となり、前連結会計年度末に比べ787百万円増加いた

しました。これは主に親会社株主に帰属する中間純利益752百万円によるものであります。

この結果、自己資本比率は34.8％（前連結会計年度末は35.6％）となりました。

 

(3）キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べて

684百万円増加し、当中間連結会計期間末には3,558百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当中間連結会計期間において、営業活動の結果獲得した資金は666百万円（前年同期は802百万円の使用）となり

ました。これは主に売上債権の増加額1,173百万円に対し、税金等調整前中間純利益1,114百万円及び仕入債務の増

加額1,261百万円によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当中間連結会計期間において、投資活動の結果使用した資金は1,956百万円（前年同期は434百万円の使用）とな

りました。これは主に有形固定資産の取得による支出1,889百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当中間連結会計期間において、財務活動の結果獲得した資金は1,974百万円（前年同期は1,628百万円の獲得）と

なりました。これは主に長期借入金の返済による支出1,044百万円に対し、短期借入金の純増額1,850百万円及び長

期借入れによる収入1,300百万円によるものであります。

 

(4）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

(5）経営方針・経営戦略等

当中間連結会計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありませ

ん。

 

(6）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当中間連結会計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更

はありません。

 

(7）研究開発活動

当中間連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、30百万円であります。

なお、当中間連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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(8）経営成績に重要な影響を与える要因

当社グループの主たる事業である建設関連事業及び電設資材事業において影響が大きいものは、公共工事の動向

であります。長野県内外での営業エリア拡大を図り、公共工事への依存から民間工事へシフトしていくことによっ

て視野を拡げてまいります。カーライフ関連事業では、燃料油の消費動向であります。ハイブリッド車をはじめと

する次世代自動車の増加や人口減少により販売数量の減少が予想されますが、シェアアップにより石油製品や車両

販売拡大につなげてまいります。また、その他事業では、主には不動産マーケットの動向であります。特に一般住

宅販売においては、株式会社セイブ等との連携を密にし、其々のノウハウを積極的に取り入れ、シナジー効果によ

る拡大を図ってまいります。

当社グループとしては、上記以外の業績に与えるリスク要因についても、予め可能な限り対処策を講じることで

影響の軽減に努めてまいります。

 

(9）資本の財源及び資金の流動性についての分析

当社グループの運転資金需要のうち主なものは、石油製品や電設資材の購入費用及び販売用不動産の購入のほ

か、製造費用、販売費及び一般管理費等の営業費用であります。投資を目的とした資金需要は、設備投資等による

ものであります。

当社グループは、事業運営上必要な流動性と資金の安定性を確保することを基本方針としております。

短期運転資金は自己資金及び金融機関からの短期借入を基本としており、設備投資や長期運転資金の調達につき

ましては、金融機関からの長期借入を基本としております。

なお、当中間連結会計期間末における借入金及びリース債務を含む有利子負債の残高は11,065百万円でありま

す。また、当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は3,558百万円であります。

 

３【経営上の重要な契約等】

当中間連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 3,783,000

計 3,783,000

 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末現在発行
数（株）

（2024年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（2025年２月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 1,758,400 1,758,400
東京証券取引所

スタンダード市場

単元株式数

100株

計 1,758,400 1,758,400 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

2024年７月１日～

2024年12月31日
－ 1,758,400 － 1,264 － －

 

EDINET提出書類

株式会社高見澤(E01208)

半期報告書

 6/21



（５）【大株主の状況】

  2024年12月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合(％)

髙見澤　秀茂 長野県長野市 187 11.24

髙見澤　尊昭 長野県中野市 135 8.09

株式会社夢葉 長野県長野市大字南長野妻科409番地５ 90 5.39

株式会社八十二銀行 長野県長野市大字中御所字岡田178番地８ 82 4.95

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１丁目６番１号 64 3.89

髙見澤　雅人 長野県長野市 50 2.99

長野県信用組合 長野県長野市新田町1103－１ 50 2.99

吉田　知広 大阪府大阪市 48 2.92

髙見澤　秀毅 長野県長野市 40 2.42

高見澤　吉晴 長野県中野市 39 2.37

計 － 788 47.24

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2024年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 88,700 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 1,662,800 16,628 －

単元未満株式 普通株式 6,900 － －

発行済株式総数  1,758,400 － －

総株主の議決権  － 16,628 －

（注）１．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が200株含まれております。また、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数２個が含まれております。

２．「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己保有株式３株及び証券保管振替機構名義の株式60株が含まれて

おります。
 

②【自己株式等】

    2024年12月31日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

株式会社高見澤
長野県長野市大字鶴賀字

苗間平1605番地14
88,700 － 88,700 5.04

計 － 88,700 － 88,700 5.04

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．中間連結財務諸表の作成方法について
当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和51年大蔵省令第28

号。以下「連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則

第１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間（2024年７月１日から2024年12

月31日まで）に係る中間連結財務諸表について、城南監査法人による期中レビューを受けております。

なお、当社の監査法人は次のとおり交代しております。

第74期連結会計年度　　　　　ながの公認会計士共同事務所　　公認会計士宮坂直慶

公認会計士山本弘樹

第75期中間連結会計期間　　　城南監査法人
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１【中間連結財務諸表】

（１）【中間連結貸借対照表】

  (単位：百万円)

 
前連結会計年度
(2024年６月30日)

当中間連結会計期間
(2024年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,385 4,100

受取手形、売掛金及び契約資産 ※３ 14,572 ※３ 15,686

商品及び製品 3,493 3,767

仕掛品 5 7

原材料及び貯蔵品 333 366

その他 497 544

貸倒引当金 △25 △25

流動資産合計 22,262 24,446

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 10,058 11,349

減価償却累計額 △6,687 △6,794

建物及び構築物（純額） 3,370 4,554

機械装置及び運搬具 6,675 6,806

減価償却累計額 △5,093 △5,229

機械装置及び運搬具（純額） 1,582 1,577

土地 6,829 6,879

リース資産 470 512

減価償却累計額 △225 △217

リース資産（純額） 245 295

建設仮勘定 1,100 898

その他 1,979 2,037

減価償却累計額 △1,722 △1,758

その他（純額） 256 279

有形固定資産合計 13,385 14,484

無形固定資産   

のれん 83 78

その他 275 317

無形固定資産合計 358 395

投資その他の資産   

投資有価証券 1,043 1,233

繰延税金資産 1,038 772

その他 2,751 2,626

貸倒引当金 △1,474 △1,369

投資その他の資産合計 3,358 3,263

固定資産合計 17,102 18,142

資産合計 39,365 42,589
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  (単位：百万円)

 
前連結会計年度
(2024年６月30日)

当中間連結会計期間
(2024年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 ※３ 9,935 ※３ 11,175

短期借入金 3,751 5,736

リース債務 94 109

未払法人税等 312 204

賞与引当金 780 2

役員賞与引当金 20 －

工事損失引当金 9 －

その他 ※３ 2,500 ※３ 2,474

流動負債合計 17,406 19,702

固定負債   

長期借入金 4,859 4,980

リース債務 198 239

繰延税金負債 34 21

再評価に係る繰延税金負債 372 372

退職給付に係る負債 1,772 1,779

役員退職慰労引当金 253 241

環境対策引当金 95 95

資産除去債務 73 73

その他 83 82

固定負債合計 7,743 7,884

負債合計 25,149 27,587

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,264 1,264

資本剰余金 0 0

利益剰余金 11,930 12,599

自己株式 △128 △128

株主資本合計 13,066 13,735

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 358 476

土地再評価差額金 321 321

為替換算調整勘定 291 283

退職給付に係る調整累計額 △21 △17

その他の包括利益累計額合計 948 1,065

非支配株主持分 200 201

純資産合計 14,215 15,002

負債純資産合計 39,365 42,589
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（２）【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

  (単位：百万円)

 
前中間連結会計期間
(自　2023年７月１日
　至　2023年12月31日)

当中間連結会計期間
(自　2024年７月１日
　至　2024年12月31日)

売上高 36,296 37,574

売上原価 30,206 31,303

売上総利益 6,090 6,270

販売費及び一般管理費 ※ 5,113 ※ 5,357

営業利益 977 913

営業外収益   

受取利息 2 2

受取配当金 5 18

持分法による投資利益 16 45

仕入割引 95 94

不動産賃貸料 19 16

貸倒引当金戻入額 － 66

その他 66 64

営業外収益合計 204 310

営業外費用   

支払利息 31 41

為替差損 0 6

売上割引 19 17

その他 28 36

営業外費用合計 80 102

経常利益 1,101 1,121

特別利益   

固定資産売却益 5 0

投資有価証券売却益 0 －

投資有価証券評価損戻入益 1 －

特別利益合計 8 0

特別損失   

固定資産除却損 5 5

投資有価証券評価損 － 0

役員退職慰労金 5 1

特別損失合計 10 7

税金等調整前中間純利益 1,100 1,114

法人税、住民税及び事業税 132 163

法人税等調整額 240 198

法人税等合計 373 361

中間純利益 726 752

非支配株主に帰属する中間純利益又は非支配株主に

帰属する中間純損失（△）
△16 0

親会社株主に帰属する中間純利益 743 752
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【中間連結包括利益計算書】

  （単位：百万円）

 
前中間連結会計期間
(自　2023年７月１日
　至　2023年12月31日)

当中間連結会計期間
(自　2024年７月１日
　至　2024年12月31日)

中間純利益 726 752

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 43 118

為替換算調整勘定 44 13

退職給付に係る調整額 4 4

持分法適用会社に対する持分相当額 23 △15

その他の包括利益合計 116 120

中間包括利益 842 873

（内訳）   

親会社株主に係る中間包括利益 843 869

非支配株主に係る中間包括利益 △0 4
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（３）【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

  (単位：百万円)

 
前中間連結会計期間
(自　2023年７月１日
　至　2023年12月31日)

当中間連結会計期間
(自　2024年７月１日
　至　2024年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前中間純利益 1,100 1,114

減価償却費 368 393

貸倒引当金の増減額（△は減少） 20 △66

賞与引当金の増減額（△は減少） △746 △778

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △52 △11

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 6 13

受取利息及び受取配当金 △7 △21

支払利息 31 41

為替差損益（△は益） 0 6

売上債権の増減額（△は増加） △2,608 △1,173

棚卸資産の増減額（△は増加） △414 △306

未収入金の増減額（△は増加） 62 52

仕入債務の増減額（△は減少） 1,685 1,261

未払金の増減額（△は減少） △58 △140

その他 144 541

小計 △468 927

利息及び配当金の受取額 14 42

利息の支払額 △31 △42

法人税等の支払額 △317 △261

営業活動によるキャッシュ・フロー △802 666

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △419 △1,889

有形固定資産の売却による収入 5 0

無形固定資産の取得による支出 △4 △59

投資有価証券の取得による支出 △13 △19

投資有価証券の売却による収入 8 －

貸付けによる支出 △1 △2

貸付金の回収による収入 2 47

定期預金の預入による支出 △187 △207

定期預金の払戻による収入 177 177

その他 △2 △2

投資活動によるキャッシュ・フロー △434 △1,956

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,980 1,850

長期借入れによる収入 845 1,300

長期借入金の返済による支出 △967 △1,044

社債の償還による支出 △105 －

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △40 △44

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △83 △82

非支配株主への配当金の支払額 △1 △2

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,628 1,974

現金及び現金同等物に係る換算差額 1 △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 392 684

現金及び現金同等物の期首残高 2,838 2,874

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※ 3,230 ※ 3,558
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日。以下「2022年改

正会計基準」という。）等を当中間連結会計期間の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20-

３項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第28号　2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65-２項(2)ただし書きに定める経過的な取

扱いに従っております。なお、当該会計方針の適用が中間連結財務諸表に与える影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表

における取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当中間連結会計期間の期首から適用

しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前中間連結会計期間及び前連結会計年度については遡及

適用後の中間連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の適用が前中間連結会計期

間の中間連結財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表に与える影響はありません。

 

（中間連結貸借対照表関係）

１　保証債務

連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対し、債務保証を行っております。

 

前連結会計年度
（2024年６月30日）

当中間連結会計期間
（2024年12月31日）

信州生コン㈱（借入債務） 59百万円 信州生コン㈱（借入債務） 40百万円

住宅ローン利用顧客 29 住宅ローン利用顧客 228

計 89 計 268

（注）１．信州生コン㈱への債務保証は株主９社の連帯保証であります。

２．住宅ローン利用顧客の債務保証は、金融機関等からの借入に対する抵当権設定登記完了までの連帯保

証であります。

 

２　受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高等

 

 
前連結会計年度

（2024年６月30日）
当中間連結会計期間
（2024年12月31日）

受取手形割引高 9百万円 18百万円

受取手形裏書譲渡高 409 188

電子記録債権割引高 14 38

電子記録債権譲渡高 126 220

 

※３　中間連結会計期間末日満期手形等

中間連結会計期間末日満期手形等の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、

当中間連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の中間連結会計期間末日満期手形等が中間連結会計期

間末日残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（2024年６月30日）
当中間連結会計期間
（2024年12月31日）

受取手形 12百万円 3百万円

電子記録債権 52 19

支払手形 329 312

電子記録債務 84 58

流動負債「その他」（設備関係支払

手形）
6 58
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（中間連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 

 
　前中間連結会計期間
（自　2023年７月１日

　　至　2023年12月31日）

　当中間連結会計期間
（自　2024年７月１日

　　至　2024年12月31日）

給料及び賞与 2,280百万円 2,346百万円

賞与引当金繰入額 31 2

退職給付費用 126 130

貸倒引当金繰入額 20 －

役員退職慰労引当金繰入額 14 15

 

（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとおり

であります。

 
前中間連結会計期間

（自　2023年７月１日
至　2023年12月31日）

当中間連結会計期間
（自　2024年７月１日
至　2024年12月31日）

現金及び預金勘定 3,752百万円 4,100百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △521 △541

現金及び現金同等物 3,230 3,558

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2023年７月１日　至　2023年12月31日）

１．配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年９月27日

定時株主総会
普通株式 83 50.00 2023年６月30日 2023年９月28日 利益剰余金

 

２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間末後となるもの

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2024年７月１日　至　2024年12月31日）

１．配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年９月24日

定時株主総会
普通株式 83 50.00 2024年６月30日 2024年９月25日 利益剰余金

 

２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間末後となるもの

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2023年７月１日　至　2023年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

中間連結
損益計算
書計上額
（注）３

 建設関連 電設資材
カーライ
フ関連

計

売上高         

外部顧客への売上高 4,350 19,275 8,312 31,938 4,358 36,296 － 36,296

セグメント間の内部
売上高又は振替高

114 34 152 300 59 360 △360 －

計 4,464 19,309 8,464 32,238 4,418 36,657 △360 36,296

セグメント利益 239 570 21 830 281 1,112 △135 977

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、フード関連事業、エステー

ト関連事業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△135百万円は、主に各報告セグメントに配分していない全社費用であり、報

告セグメントに帰属しない本社の一般管理費であります。

３．セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2024年７月１日　至　2024年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

中間連結
損益計算
書計上額
（注）３

 建設関連 電設資材
カーライ
フ関連

計

売上高         

外部顧客への売上高 4,678 19,888 8,729 33,295 4,278 37,574 － 37,574

セグメント間の内部
売上高又は振替高

7 30 129 167 29 197 △197 －

計 4,685 19,918 8,859 33,463 4,308 37,772 △197 37,574

セグメント利益 169 703 14 887 186 1,073 △159 913

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、フード関連事業、エステー

ト関連事業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△159百万円は、主に各報告セグメントに配分していない全社費用であり、報

告セグメントに帰属しない本社の一般管理費であります。

３．セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

当社グループは従来、「建設関連事業」、「電設資材事業」、「カーライフ関連事業」、「住宅・生活関連

事業」を報告セグメントとしておりましたが、当中間連結会計期間より「建設関連事業」、「電設資材事

業」、「カーライフ関連事業」に変更しております。

この変更は、当社が経営改革プロジェクトの一環として、会社の事業機構を従来の事業部制から、関連性の

高い事業をグループ化したセグメント制に移行したことにより、従来報告セグメントの一つであった「住宅・

生活関連事業」を「フード関連事業」と「エステート関連事業」に分離したこと、また、それらの事業につい

て、それぞれ量的な重要性が低いことにより「その他事業」の区分に移行したことによるものであります。

なお、前中間連結会計期間のセグメント情報は、当中間連結会計期間の報告セグメントの区分に基づき作成

したものを開示しております。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前中間連結会計期間（自　2023年７月１日　至　2023年12月31日）

     （単位：百万円）

 報告セグメント
その他

（注）１
合計

 建設関連 電設資材
カーライフ

関連
計

売上高       

一時点で移転される

財又はサービス
3,857 19,179 8,312 31,348 3,629 34,977

一定の期間にわたり

移転される財又は

サービス

493 96 － 589 608 1,198

顧客との契約から生

じる収益
4,350 19,275 8,312 31,938 4,237 36,176

その他の収益

（注）２
－ － － － 120 120

外部顧客への売上高 4,350 19,275 8,312 31,938 4,358 36,296

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、フード関連事業、エステー

ト関連事業等を含んでおります。

２．「その他の収益」は、リース取引に関する会計基準に基づく収益等であります。

 

当中間連結会計期間（自　2024年７月１日　至　2024年12月31日）

     （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
 建設関連 電設資材

カーライフ
関連

計

売上高       

一時点で移転される

財又はサービス
4,015 19,620 8,729 32,365 3,614 35,980

一定の期間にわたり

移転される財又は

サービス

662 267 － 930 539 1,469

顧客との契約から生

じる収益
4,678 19,888 8,729 33,295 4,154 37,450

その他の収益

（注）２
－ － － － 124 124

外部顧客への売上高 4,678 19,888 8,729 33,295 4,278 37,574

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、フード関連事業、エステー

ト関連事業等を含んでおります。

２．「その他の収益」は、リース取引に関する会計基準に基づく収益等であります。
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（１株当たり情報）

１株当たり中間純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前中間連結会計期間

（自　2023年７月１日
至　2023年12月31日）

当中間連結会計期間
（自　2024年７月１日
至　2024年12月31日）

１株当たり中間純利益 443円77銭 450円88銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する中間純利益（百万円） 743 752

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する中間純利

益（百万円）
743 752

普通株式の期中平均株式数（千株） 1,675 1,669

（注）　潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書  

 

2025年２月12日

株式会社高見澤

取締役会　御中

 

 城　南　監　査　法　人

 東　京　都　渋　谷　区

 

 
指定社員

業務執行社員
公認会計士 山野井　俊　明

 

 
指定社員

業務執行社員
公認会計士 山　本　弘　樹

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社高見澤

の2024年７月１日から2025年６月30日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2024年７月１日から2024年12月31日ま

で）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結包括利益計算書、中間連

結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る企業会計の基準に準拠して、株式会社高見澤及び連結子会社の2024年12月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了

する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要

な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載され

ている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、

監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断し

ている。

 

その他の事項

会社の2024年６月30日をもって終了した前連結会計年度の第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間に係る

四半期連結財務諸表並びに前連結会計年度の連結財務諸表は、それぞれ、前任監査人によって四半期レビュー及び監査が

実施されている。前任監査人は、当該四半期連結財務諸表に対して2024年２月８日付けで無限定の結論を表明しており、

また、当該連結財務諸表に対して2024年９月20日付けで無限定適正意見を表明している。

 

中間連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財務諸表を作成し適

正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を作成し適正に表示す

るために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切で

あるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を

開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認

められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。

また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間連結財務諸表の

注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、中間

連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報

告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能

性がある。

・　中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表示、構成及

び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められな

いかどうかを評価する。

・　中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人

は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の結

論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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